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交通マーケティング（前編）
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本日の講演者

伊藤昌毅

東京大学生産技術研究所助教

地域公共交通総合研究所研究員。ITと交通とを橋渡しするカ
ンファレンス「交通ジオメディアサミット」の開催、現場に寄り
添った公共交通オープンデータの推進活動など、産官学を

繋ぐ実践志向の研究者。国土交通省バス情報の効率的な収
集・共有に向けた検討会座長 (経路案内データの標準化作
業検討会)、情報処理学会モバイルコンピューティングと
パーベイシブシステム研究会運営委員、くらしの足をみんな
で考える全国フォーラム実行委員他

太田恒平

（株）トラフィックブレイン 代表取締役

（元ナビタイムジャパン シニアコンサルタント）

地域公共交通総合研究所 研究員。カーナビ開発を始め、渋
滞情報推測システム開発、交通政策コンサル等、先端技術
及びビッグデータ処理及び政策立案コンサルのプロフェッショ
ナル。土木学会ITSとインフラ・地域・まちづくり研究小委員会

委員、警察庁交通情報の提供拡大に向けた交通管制の高
度化検討委員会委員、土木学会 交通関連ビッグデータの
社会への実装研究小委員会委員、警察庁プローブ情報を活
用した交通情報検討委員会委員 他



伊藤昌毅 (Twitter @niyalist)
東京大学生産技術研究所助教
◦ ユビキタスコンピューティング

◦ 地理情報システム技術

◦ ヒューマン・コンピュータ・インタラクション

経歴
◦ 静岡県掛川市出身

◦ 2008-2010 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特別研究助教

◦ 2010-2013 鳥取大学大学院工学研究科助教

◦ 2013- 現職

委員など
◦ くらしの足をみんなで考える全国フォーラム実行委員

◦ 国土交通省バス情報の効率的な収集・共有に向けた検討会座長

◦ 国土交通省公共交通分野におけるオープンデータ推進に関する検討
会委員



2010年〜2013年
バスネット：鳥取大学発バス・鉄道乗換案内の開発

• 年間4万人を超えるユニークユーザ
• 年間30万件を超える検索数
• 総務大臣賞産学官連携功労者表彰，平成21年
• 総務大臣表彰 U-Japan大賞地域活性化部門賞, 平成20年
• ほか受賞多数



第2回交通ジオメディアサミット〜スマートフォン
が作り出すモビリティを考える〜開催
2017年6月19日（月）東大生研コンベンションホールにて 220名の参加者
◦ Apple、JapanTaxi、ナビタイムジャパン、その筋屋などIT×公共交通分野の講演

◦ 15件のライトニングトーク

◦ AppleのEllis Verosub(Senior Engineering Manager, Maps Transit)氏は、同時通訳によってイベント終了
まで滞在、日本のコミュニティとApple本社幹部との交流の機会に

◦ 100名以上が参加した懇親会とともに、日本におけるIT×公共交通分野の交流と拡大の場に



交通分野に起こるであろう変革



Waymo (Google)による自動運転

交通事故などあらゆる状態のデータを収集、学習中

いよいよ実用化が迫る



NAVYA ARMA
フランスのスタートアップ企業が開発した自動運転バス
◦ 15人乗り

◦ 充電式で5時間から13時間走行可能

◦ 自動で障害物を検知し避けることができる

◦ 備えているセンサ
◦ LIDAR（レーザー距離計測）で周辺の障害物などを検知

◦ RTK GPSでcm単位の正確な位置を検出

◦ ステレオカメラで障害物を認識

2016年スイスのヴァレー州シオンにて実験開始
◦ BestMile社開発の運行管理システムを利用



Hyperloop

イーロン・マスク（PayPaｌ、テスラ、Space X創業）による高速鉄道構想

減圧されたチューブ内を1200km/hで走る高速鉄道として研究が始まる
◦ サンフランシスコ・ロサンゼルス間（約500km）を30分で



「IT×交通」
今ある技術が起こす
イノベーション



Uber
2010年サンフランシスコで設立

2011年 NY、パリ進出

2013年東京でタクシー配車開始

2015年 CMUの研究者40名を引き
抜き

2015年福岡市でライドシェア実証
実験、国交省が中止

2016年トヨタと提携

2016年京丹後市で「ささえ合い交
通」



多くのライドシェアサービスが登場

2012年サンフランシスコで
創業

2015年楽天が出資

2017年 Googleが出資

2012年マレーシアにて創業

東南アジア7ヶ国87都市で
サービス提供

2017年8月トヨタ自動車な
どと協業

2012年中国で創業

中国最大のライドシェア

2015年 Lyftと提携

2016年 Appleなどが出資

2016年 Uberの中国事業を
買収



カーシェアリングの発展
世界的にはcar2goが大手
◦ ダイムラーの子会社

◦ 8ヶ国30都市でサービス提供中

◦ 乗り捨て型のカーシェアリング
◦ 駐車可能な場所ならどこでも駐車可能

◦ 予約なしオンデマンドの利用、分単位の課金

日本では乗り捨て型カーシェアリングは発展途上※
◦ 乗り捨て先の保管場所確保が必要なため

※カーシェア「乗り捨て」、撤退相次ぐワケ規制緩和から1年、実現に行政裁量の壁
日経ビジネスオンライン 2015年10月
http://business.nikkeibp.co.jp/atcl/report/15/110879/102600116/

http://business.nikkeibp.co.jp/atcl/report/15/110879/102600116/


バイクシェアリングの発展（中国Mobike）
専用ポートのないシェアリングサービス
◦ アプリで自転車位置を検索

◦ QRコードで解錠し乗車

◦ 駐車可能エリアならどこでも乗り捨て可

2017年札幌で試験サービス開始

https://mobike.com/global/download

https://mobike.com/global/download


モバイルSuica
2006年開始（主要3キャリアが対応）
◦ NTT Docomo 902i シリーズなどが対応

2011年 Android携帯に対応

2016年 iPhone 7が Suicaに対応



IT×交通: 
今では当たり前だけどイノベーション

カーナビ
スマホカーナビ

乗換案内ETC オンライン
チケット



「今ある技術」で作る未来の交通サービス
人、車両、運転手、移動経路のデジタル化
◦ 位置、状態などがリアルタイムでデータ化され把握

◦ それぞれの組み合わせ方をコンピュータが計算し指示

スマホアプリによる移動デマンドに基づいたサービス提供
◦ ユーザはスマホアプリに現在地や目的地などを入力し、Door to Doorのサービスを要求

◦ 価格や到着時刻などを把握しサービスを選択

全体視点に基づいた効率化、最適化の実現
◦ 都市内の移動者の全体像が把握でき、何らかのバランスを考えながら経路計算

◦ 全員の到着が早くなるように、利用する車両台数が減るように、全員が目的地までDoor to Doorで行
けるように



「今ある技術」で作る未来の交通サービス
人、車両、運転手、移動経路のデジタル化
◦ 位置、状態などがリアルタイムでデータ化され把握

◦ それぞれの組み合わせ方をコンピュータが計算し指示

スマホアプリによる移動デマンドに基づいたサービス提供
◦ ユーザはスマホアプリに現在地や目的地などを入力し、Door to Doorのサービスを要求

◦ 価格や到着時刻などを把握しサービスを選択

全体視点に基づいた効率化、最適化の実現
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交通ビッグデータ・オープンデータ



オープンデータを用いた人口分布とバス停位置（石川県能美市）



公共交通オープンデータの推進
バス、鉄道の路線、駅やバス停、時刻表などの
データを誰もが利用出来るデータとして整備
◦ 各交通事業者の努力によって実現するもの

国交省検討会の座長としてデータフォーマットを
策定
◦ 国際的なデファクト規格であるGTFをベースに日本
の路線バスに対応したデータフォーマットを議論

全国の事業者や自治体、開発者らとゆるやか
につながりながら、ボトムアップの推進活動を実
施

◦ 情報提供、勉強会の実施、コミュニティ活動の推
進など



交通ICカードの利用実績
SuicaなどのICカードは人のID付で乗降駅データが残る
◦ 定期券などには氏名、性別、住所、生年月日なども含まれる

◦ 一部は購買記録まで

同一人物の数年間にわたる移動記録、駅での秒単位の乗降データなどを取得可能
◦ プライバシーの問題が懸念されており、活用は積極的ではない

匿名加工情報の法制化で状況が変わるか



検索履歴データ

様々な交通手段を網羅した移動需要が反映されたデータ
◦ 全国のナビタイム利用者からの大量のデータが集まる

その他、自転車やバスなど様々なアプリ

検索ログデータ
• 出発地
• 目的地
• 移動手段
• 出発時刻/到着時刻



「今ある技術」で作る未来の交通サービス
人、車両、運転手、移動経路のデジタル化
◦ 位置、状態などがリアルタイムでデータ化され把握

◦ それぞれの組み合わせ方をコンピュータが計算し指示

スマホアプリによる移動デマンドに基づいたサービス提供
◦ ユーザはスマホアプリに現在地や目的地などを入力し、Door to Doorのサービスを要求

◦ 価格や到着時刻などを把握しサービスを選択

全体視点に基づいた効率化、最適化の実現
◦ 都市内の移動者の全体像が把握でき、何らかのバランスを考えながら経路計算

◦ 全員の到着が早くなるように、利用する車両台数が減るように、全員が目的地までDoor to Doorで行
けるように

交通を双方向コミュニケーションとして捉え直す



出張先・旅行先での公共交通機関の
利用:利用手段・経路をどう調べるか
どれにおいても1位はインターネット等の経路検索サービス

交通事業者の窓口や事業者が提供する情報は2位以下

2016年12月内閣府調査 http://survey.gov-online.go.jp/h28/h28-kotsu/2-2.html

http://survey.gov-online.go.jp/h28/h28-kotsu/2-2.html


Mobility as a Service (MaaS)
移動の「所有から利用へ」を突き詰めた究極のサービス

ひとつのインタフェースから様々な交通手段を一貫して利用可能に
◦ 「検索」「選択」「予約」「支払い」「チケット」などを総合的に扱うプラットフォーム

◦ 統一的で利用しやすい料金制度

出発地から目的地まで、交通サービスを一人一人の利用者のために仕立てて提供
◦ 一人の快適だけでなく都市の渋滞解消なども視野に入れたサービス提供

徒歩
鉄道 カーシェアリング

バス

タクシー

シェアサイクル



Whim by MaaS Global
ヘルシンキ（フィンランド）でMaaSを実現

Whim というアプリを通して鉄道、バス、タクシー､自転
車などの組み合わせ検索や予約決済を実現

https://time-space.kddi.com/digicul-column/world/20161209/1772

https://time-space.kddi.com/digicul-column/world/20161209/1772


こんなカーナビあり？
広告で経路が決まるナビ
◦ 例えば、広告を出稿した店の前を迂回させる

◦ 企業の利益←→個人の利益

街の「賑わい」のために迂回させるナビ
◦ 中心市街地の活性化

◦ 公共の利益←→個人の利益

渋滞を起こさないため、一部の車を遠回りさせるナビ
◦ 皆が少しずつ我慢して全体として最適化

◦ 公共の利益←→個人の利益



様々な関係者の調停の結果として交通
は作られる

交通サービス

利用者の視点
• Door to Doorで案内して欲しい
• 欲しいときすぐに利用したい
• 早く安く行きたい
• 正確で安全に走って欲しい
• 乗り換えや支払いの面倒を避けたい
• 考えなくても最適なものを提案して欲しい
• 選択肢を比べて選びたい

交通事業者の視点
• 運賃収入を得たい
• 事故を防ぎたい
• 乗客を分散・平均化したい
• 安定的な経営基盤が欲しい

地域経営の視点
• 都市の拠点や軸線を強化する交通網

• 病院、駅、文化施設など
• イベントなどへの集客
• 突発的事態における柔軟な運行

商店経営者の視点
• 店舗へ集客したい
• 店舗や商店街に長く滞在して欲しい
• 広告メディアとしての利用



ITを前提にした「公共性」の再実装
限られたリソースを共有しながら、それぞれが希望する移動を実現するためには、いかなる乗
り物においても公共性が必要
◦ 自家用車も含めて「公共」の性格を持っている

IT以前にルール化された「公共性」は現代の技術にそぐわない点が多々ある
◦ より多くの情報を収集可能に

◦ 個々をより多様により柔軟に案内（制御）可能に

ルールを作るにあたって、一人の移動者、1つの組織の利益だけを最大化しようとするアプ
ローチは機能しない



ここまでのまとめ
背景
◦ 自動運転だけでなく、ITによる交通イノベーションが相次ぐ

特徴1: 人、車両、運転手、移動経路のデジタルデータ化
◦ →交通オープンデータ、ビッグデータの充実

◦ 路線図、駅、バス停、時刻オープンデータ

◦ 交通ICカード、検索履歴ビッグデータ

特徴2: スマホアプリによる移動デマンドに基づいたサービス提供
◦ →提供者視点の交通から利用者視点の交通サービスへ

◦ 利用者は行きたい場所をクリック、テイラーメイドされた交通サービスが実現

特徴3: 全体視点に基づいた効率化、最適化の実現
◦ →利用者の交通行動を制御することも可能に

◦ 何を行っていいかの合意作りが必要


